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(57)【要約】
【課題】エレベータ利用の利便性を向上可能な表示シス
テム、行先階登録システム、及びエレベータシステムを
提供する。
【解決手段】表示システムは、表示部３４と、表示部３
４の近傍に設けられ、階床を指定するためのテンキーを
有する操作部３５と、を有する行先階登録装置３０と、
行先階登録装置３０の設置階に他の階床を行先階とする
号機が到着するまでの待ち時間を求める群管理制御装置
１０と、を備える。群管理制御装置１０は、行先階とし
て設置階以外の各階床を順次設定することで、待ち時間
を、設置階以外の全ての階床について求める。行先階登
録装置３０は、操作部３５のテンキーが操作されたとき
に、当該操作されたテンキーが示す数を先頭桁として含
む階床をそれぞれ第１候補階として設定し、全ての第１
候補階及び各第１候補階についての待ち時間に関する情
報を表示する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数台の号機を乗場行先階登録に基づいて運行するエレベータシステムにおける表示シ
ステムであって
　表示部と、前記表示部の近傍に設けられ、階床を指定するためのテンキーを有する操作
部と、を有する表示装置と、
　前記表示装置の設置階に他の階床を行先階とする号機が到着するまでの待ち時間を求め
る制御装置と、を備え、
　前記制御装置は、行先階として前記設置階以外の各階床を順次設定することで、前記待
ち時間を、前記設置階以外の全ての階床について求め、
　前記表示装置は、
　　前記操作部のテンキーが操作されたときに、当該操作されたテンキーが示す数を先頭
桁として含む階床をそれぞれ第１候補階として設定し、
　　全ての第１候補階及び各第１候補階についての待ち時間に関する情報を表示する、
　表示システム。
【請求項２】
　前記表示装置は、
　　全ての第１候補階のうちの上下方向の端の第１候補階の待ち時間が第１所定時間より
も長い場合、
　　前記全ての候補階のいずれにも該当しない階床であって前記端の第１候補階に隣接す
る所定階床数分の階床のうち、待ち時間が第２所定時間よりも短い階床について、第２候
補階として設定し、
　全ての第２候補階及び各第２候補階についての待ち時間に関する情報を表示する、
　請求項１に記載の表示システム。
【請求項３】
　前記表示装置は、
　　全ての候補階について、それぞれ、階床を示す階床オブジェクトを表示し、かつ、
　　各階床の階床オブジェクトの表示色の態様を、各階床の待ち時間に応じた態様に設定
する、
　請求項１または請求項２に記載の表示システム。
【請求項４】
　前記制御装置は、エレベータの運行状況を示す情報に基づいて前記複数台のエレベータ
の運行をシミュレーションすることにより、各待ち時間を求める、
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の表示システム。
【請求項５】
　前記制御装置は、
　　前記表示装置の設置階に他の階床を行先階とする号機が到着するまでの待ち時間を求
め、
　　行先階として前記設置階以外の各階床を順次設定することで、前記待ち時間を、前記
設置階以外の全ての階床について求め、
　各待ち時間は、過去所定時間に求められた複数の待ち時間の平均値である、
　請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の表示システム。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の表示システムを有し、
　前記表示装置は、前記操作部で行先階が指定された場合、指定された行先階をいずれか
の号機に割当てることを依頼する信号を、前記複数台の号機の運行を制御する装置に出力
する、
　行先階登録システム。
【請求項７】
　前記操作部は、前記表示装置の画面においてユーザによりタッチされた位置に対応する
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信号を出力可能であり、
　前記表示装置は、
　　全ての候補階について、それぞれ、階床を示す階床オブジェクトを表示し、かつ、
　　各階床の階床オブジェクトの表示色の態様を、各階床の待ち時間に応じた態様に設定
し、
　　いずれかの階床オブジェクトがタッチされ、またはタッチ後に確定操作が行われた場
合、タッチされた階床オブジェクトに対応する候補階を行先階として設定し、当該行先階
をいずれかの号機に割当てることを依頼する信号を出力する、
　請求項６に記載の行先階登録システム。
【請求項８】
　複数台の号機と、
　請求項６または請求項７に記載の行先階登録システムと、を有する、
　エレベータシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エレベータにおける表示システム、行先階登録システム、及びエレベータシ
ステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、利用者により行先階（目的階）が登録され、割当号機名を表示する際に
、当該割当号機が登録階に到着するまでの時間に応じて割当号機名の表示色を変更したり
、到着までの時間を表示したりするエレベータの目的階登録装置を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１９１２６３号公報
【発明の概要】
【０００４】
　特許文献１に記載の目的階登録装置では、割当号機の到着までの時間が長い場合、利用
者は割当号機の到着を待たざるを得ず、エレベータ利用の利便性の点で課題がある。
【０００５】
　本発明は、エレベータ利用の利便性を向上可能な表示システム、行先階登録システム、
及びエレベータシステムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のエレベータの表示システムは、複数台の号機を乗場行先階登録に基づいて運行
するエレベータシステムにおける表示システムである。
　表示システムは、
　　表示部と、表示部の近傍に設けられ、階床を指定するためのテンキーを有する操作部
と、を有する表示装置と、
　　表示装置の設置階に他の階床を行先階とする号機が到着するまでの待ち時間を求める
制御装置と、を備える。
　制御装置は、行先階として設置階以外の各階床を順次設定することで、待ち時間を、設
置階以外の全ての階床について求める。
　表示装置は、
　　操作部のテンキーが操作されたときに、当該操作されたテンキーが示す数を先頭桁と
して含む階床をそれぞれ第１候補階として設定し、
　　全ての第１候補階及び各第１候補階についての待ち時間に関する情報を表示する。
【０００７】
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　本発明のエレベータの行先階登録システムは、本発明の表示システムを有する。
　表示装置は、操作部で行先階が指定された場合、指定された行先階をいずれかの号機に
割当てることを依頼する信号を出力する。
【０００８】
　本発明のエレベータシステムは、
　複数台の号機と、
　本発明の表示システムと、を備える。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、エレベータの利用者が表示装置の操作部のテンキーに対して行先階等
の階床を指定する操作を行うと、当該操作されたテンキーが示す数を先頭桁として含む階
床がそれぞれ第１候補階として設定され、全ての第１候補階及び各第１候補階についての
待ち時間に関する情報とが表示される。そのため、エレベータの利用者は、自己の行先階
のみならずそれに近い階床についてのエレベータが到着するまでの待ち時間を知ることが
できる。よって、利用者は、エレベータの到着までの時間に応じた適切な対応を取ること
が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施形態１におけるエレベータシステムの電気的構成を示すブロック図
【図２】実施形態１における行先階登録装置の電気的構成を示すブロック図
【図３】実施形態１におけるエレベータ制御装置の電気的構成を示すブロック図
【図４】実施形態１における行先階登録装置の表示部の表示例を示す図
【図５】実施形態１における群管理制御装置による待ち時間の計算処理を示すフローチャ
ート
【図６】実施形態１における群管理制御装置による行先階登録装置への平均待ち時間の送
信処理を示すフローチャート
【図７】実施形態１における群管理制御装置による平均待ち時間の計算処理を示すフロー
チャート
【図８】実施形態１における行先階登録装置による平均待ち時間の受信時の処理を示すフ
ローチャート
【図９】実施形態１における行先階登録装置による表示処理を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００１１】
（実施形態１）
　本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００１２】
１．構成
１－１．エレベータシステムの概要
　図１は、実施形態１に係るエレベータシステムの構成を示すブロック図である。本実施
形態に係るエレベータシステムは、Ａ号機からＣ号機の３台のエレベータ（以下適宜「号
機」という）６０Ａ～６０Ｃと、群管理制御装置１０と、複数台の行先階登録装置３０と
、３台のエレベータ制御装置４０Ａ～４０Ｃとを有する。行先階登録装置３０は、ビルの
各階のエレベータ乗場に配備されている。エレベータ制御装置４０Ａ～４０Ｃは、エレベ
ータ６０Ａ～６０Ｃに対応させて設けられている。各エレベータ６０Ａ～６０Ｃは、かご
、巻上機（モータ）、釣合おもり等を有する。なお、各エレベータ６０Ａ～６０Ｃに関し
、特に区別する必要がない場合、適宜単に「エレベータ６０」という。
【００１３】
　本実施形態のエレベータシステムでは、呼びの登録方式として乗場行先階登録方式を採
用しており、群管理制御装置１０は、各階の行先階登録装置３０において新規に登録され
た行先階呼び（以下適宜「新規行先階呼び」という）を、複数台のエレベータ６０のいず
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れかに割り当てる制御を行う。また、群管理制御装置１０は、複数台のエレベータ６０Ａ
～６０Ｃの運行を統合的に制御する。群管理制御装置１０及び行先階登録装置３０は、本
発明の表示システム及び行先階登録システムを実現する。
【００１４】
１－２．エレベータシステムの構成
１－２－１．群管理制御装置
　群管理制御装置１０は、行先階登録装置３０において利用者により登録（指定）された
行先階呼びを、複数台のエレベータ６０Ａ～６０Ｃのうちのいずれかに割り当てる制御を
行う。なお、行先階呼びをエレベータに割り当てることを、以下において、適宜、行先階
をエレベータに割り当てるという場合がある。また、群管理制御装置１０は、複数台のエ
レベータ６０Ａ～６０Ｃの運行を統合的に制御する。
【００１５】
　群管理制御装置１０は、コンピュータを利用して構成され、制御部１１と、記憶部１２
と、入出力インタフェース１３とを備える。
【００１６】
　記憶部１２は、例えばＲＡＭ、ＲＯＭ、ＨＤＤ、ＳＳＤ等を利用して構成され、プログ
ラム、及び種々のデータを格納している。プログラムは、本実施形態の群管理制御装置１
０の各種機能を実現するためのプログラムを含む。
【００１７】
　制御部１１は、例えばＣＰＵ、ＭＰＵ等を利用して構成される。制御部１１は、記憶部
１２から読み出した上記プログラムに基づいて種々のデータ等を利用して演算処理を行う
ことにより、群管理制御装置１０における後述する各種の機能を実現する。
【００１８】
　入出力インタフェース１３は、例えばＬＡＮアダプタ等を利用して構成される。入出力
インタフェース１３は、群管理制御装置１０と、行先階登録装置３０、エレベータ制御装
置４０（４０Ａ～４０Ｃ）との間で各種信号を送受信するためのインタフェースである。
入出力インタフェース１３は、制御部１１から出力される信号を所定の形式の信号に変換
して行先階登録装置３０、エレベータ制御装置４０に出力する。また、入出力インタフェ
ース１３は、行先階登録装置３０、エレベータ制御装置４０から入力された信号を所定の
形式の信号に変換して制御部１１に出力する。
【００１９】
１－２－２．行先階登録装置
　図２は、実施形態１における行先階登録装置３０の電気的構成を示すブロック図である
。行先階登録装置３０は、利用者による行先階の登録（指定）を受け付ける装置である。
行先階登録装置３０は、制御部３１と、記憶部３２と、入出力インタフェース３３と、表
示部３４と、操作部３５とを備える。
【００２０】
　記憶部３２は、例えばＲＡＭ、ＲＯＭ、ＨＤＤ、ＳＳＤ等を利用して構成され、プログ
ラム、及び種々のデータを格納している。プログラムは、本実施形態の行先階登録装置３
０の各種機能を実現するためのプログラムを含む。記憶部３２には、データとして、例え
ば、行先階登録装置３０の装置識別情報が格納されている。
【００２１】
　制御部３１は、例えばＣＰＵ、ＭＰＵ等を利用して構成される。制御部３１は、記憶部
３２から読み出した上記プログラムに基づいて種々のデータ等を利用して演算処理を行う
ことにより、行先階登録装置３０における後述する各種の機能を実現する。
【００２２】
　入出力インタフェース３３は、例えばＬＡＮアダプタ等を利用して構成される。入出力
インタフェース３３は、行先階登録装置３０と群管理制御装置１０との間で各種信号を送
受信するためのインタフェースである。入出力インタフェース３３は、制御部３１から出
力された信号を所定の形式の信号に変換して群管理制御装置１０に出力する。また、入出
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力インタフェース３３は、群管理制御装置１０から入力された信号を所定の形式の信号に
変換して制御部３１に出力する。
【００２３】
　操作部３５は、利用者が行先階を入力するためのインタフェースである。操作部３５は
、操作部３５の操作内容に対応する信号を制御部３１に出力する。
【００２４】
　表示部３４は、制御部３１から出力される表示信号に基づく表示を行う。
【００２５】
　表示部３４及び操作部３５は、例えば液晶ディスプレイパネルや有機ＥＬディスプレイ
パネルを利用したタッチパネル式表示装置により一体的に構成されている。
【００２６】
１－２－３．エレベータ制御装置
　エレベータ制御装置４０Ａ～４０Ｃ（Ａ号機制御装置４０Ａ、Ｂ号機制御装置４０Ｂ、
Ｃ号機制御装置４０Ｃ）は、群管理制御装置１０からの制御信号にしたがって、対応する
エレベータ６０Ａ～６０Ｃの巻上機（モータ）等の動作を制御することにより、各エレベ
ータ６０Ａ～６０Ｃのかごの上昇、下降、停止等を制御する。また、エレベータ制御装置
４０Ａ～４０Ｃはそれぞれ、対応するエレベータ６０Ａ～６０Ｃのかごの位置、走行方向
、ドアの開閉状態、荷重等を含むかご状態を検知して、検知したかご状態を示す情報を含
むかご状態信号を群管理制御装置１０に出力する。なお、複数台のエレベータ制御装置４
０Ａ～４０Ｃは互いに同一の構成を有する。そのため、構成等の説明において区別する必
要がない場合、適宜、各エレベータ制御装置を「エレベータ制御装置４０」という。
【００２７】
　図３は、実施形態１におけるエレベータ制御装置４０（４０Ａ～４０Ｃ）の電気的構成
を示すブロック図である。各エレベータ制御装置４０は、制御部４１と、記憶部４２と、
入出力インタフェース４３と、を備える。
【００２８】
　記憶部４２は、例えばＲＡＭ、ＲＯＭ、ＨＤＤ、ＳＳＤ等を利用して構成され、プログ
ラム、及び種々のデータを格納している。プログラムは、本実施形態のエレベータ制御装
置４０の各種機能を実現するためのプログラムを含む。
【００２９】
　制御部４１は、例えばＣＰＵ、ＭＰＵ等を利用して構成される。制御部４１は、記憶部
４２から読み出した上記プログラムに基づいて種々のデータ等を利用して演算処理を行う
ことにより、エレベータ制御装置４０における後述する各種の機能を実現する。
【００３０】
　入出力インタフェース４３は、例えばＬＡＮアダプタ等を利用して構成される。入出力
インタフェース４３は、エレベータ制御装置４０と群管理制御装置１０との間で各種信号
を送受信するためのインタフェースである。入出力インタフェース４３は、制御部４１か
ら出力された信号を所定の形式の信号に変換して群管理制御装置１０に出力する。また、
入出力インタフェース４３は、群管理制御装置１０から入力された信号を所定の形式の信
号に変換して制御部４１に出力する。
【００３１】
１－２－４．エレベータシステムを構成する各装置間の接続
　エレベータシステムを構成する各装置間は、情報伝送可能なネットワークＮＷを介して
接続されている。ネットワークＮＷは、例えばＥｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）等のＬＡＮ
（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）により構成され、各装置間での各種の情報の
送受信は、ＴＣＰ／ＩＰ等の各種のプロトコルにしたがって行われる。ネットワークＮＷ
上に接続されている前述の各装置は、装置間において、各装置が有する入出力インタフェ
ースにより、ＴＣＰ／ＩＰ等の各種のプロトコルにしたがった通信による信号伝送（情報
伝送）が可能である。なお、エレベータシステムを構成する各装置間は、他の信号形式の
ネットワークや、専用の信号網を介して接続されてもよい。



(7) JP 2017-178564 A 2017.10.5

10

20

30

40

50

【００３２】
２．動作
２－１．動作の概要
　本実施形態に係るエレベータの群管理システムの動作の概要について説明する。本シス
テムは、行先階登録装置３０によって利用者の行先階の登録を受け付ける。行先階登録装
置３０で登録を受け付けると、登録された行先階に係る行先階呼びを、群管理制御装置１
０において、複数台のエレベータ６０Ａ～６０Ｃのうちのいずれかに割り当てる。さらに
、エレベータ制御装置４０において、登録された行先階を割り当てた割当号機を、行先階
の登録が行われた登録階（出発階）から、登録された行先階へ走行させるように運行制御
を行う。また、登録を受け付けた行先階登録装置３０は、割当号機を示す割当号機情報を
群管理制御装置１０から取得し、割当号機を示す情報を表示する。
【００３３】
　ここで、本実施形態において、群管理制御装置１０（制御装置）は、行先階登録装置３
０（表示装置）の設置階に他の階床を行先階とする号機が到着するまでの平均待ち時間Ａ
ＷＴ（ｉ，ｊ）を求める。また、群管理制御装置１０は、行先階として設置階以外の各階
床を順次設定することで、平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）を、設置階以外の全ての階床に
ついて求める。そして、行先階登録装置３０は、群管理制御装置１０で求められた設置階
以外の全ての階床及び各階床についての待ち時間に関する情報を表示する。
【００３４】
２－２．群管理制御装置の動作
２－２－１．エレベータの割当動作
　群管理制御装置１０は、制御部１１によってエレベータの割当処理を行う。エレベータ
の割当処理は、行先階登録装置３０で登録された行先階を、複数台のエレベータ６０Ａ～
６０Ｃのうちのいずれかのエレベータに割り当てる処理である。具体的に、制御部１１は
、行先階登録装置３０から入出力インタフェース１３を介して割当依頼信号を受信すると
、エレベータの割当処理を開始する。割当依頼信号は、行先階登録装置３０で登録された
行先階を、複数台のエレベータ６０Ａ～６０Ｃのうちのいずれかのエレベータに割り当て
ることを要求する信号である。割当依頼信号は、利用者によって登録された行先階を示す
行先階情報と、当該行先階の登録操作が行われた階（出発階）を示す出発階情報、および
当該行先階の登録が行われた行先階登録装置３０を識別する装置識別情報とを含む。なお
、割当依頼信号が示すこれらの情報を以下適宜「割当依頼情報」という。制御部１１は、
割当依頼情報が示す出発階及び行先階を、エレベータ６０Ａ～６０Ｃのうちのいずれかに
、エレベータ６０Ａ～６０Ｃ（１～３号機）毎に求めた評価値に基づいて割り当てる。
【００３５】
　具体的に、制御部１１はまず、各エレベータ６０の運行情報に基づいて、行先階を割り
当てるエレベータ６０を選択するための評価値を、エレベータ６０Ａ～６０Ｃ毎に算出す
る。ここで、各エレベータ６０Ａ～６０Ｃの運行情報は、例えば、各エレベータ６０Ａ～
６０Ｃのかご状態（かごの位置、走行方向、ドアの開閉状態、荷重等を含む）、予測され
る待ち時間（現在から割当号機が出発階に到着するまでの時間）、予測されるサービス完
了時間（現在から割当号機が行先階に到着するまでの時間）などを示す情報を含む。上記
評価値の算出後、制御部１１は、エレベータ６０Ａ～６０Ｃのうちから例えば最も小さい
評価値を有するエレベータを選択し、行先階を、選択したエレベータに割り当てる。
【００３６】
　また、制御部１１は、割り当てたエレベータ６０（割当号機）に対応するエレベータ制
御装置４０に、割り当てた新規行先階呼びの出発階から行先階への走行を指示する制御信
号を出力する。
【００３７】
２－２－２．行先階登録装置に表示させる待ち時間の計算動作
　群管理制御装置１０の制御部１１は、現在登録されているが未応答である全ての行先階
呼びを考慮して、出発階ｉ及び行先階ｊの行先階呼びが発生したと仮定し、前述した実割
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当時と同様の評価を行って（待ち時間等の計算を行って）割当号機を決定する。このとき
、群管理制御装置１０の制御部１１は、出発階ｉ及び行先階ｊのｉ及びｊをそれぞれ順次
変更することで、全ての階床間において割当号機の決定を行う。群管理制御装置１０の制
御部１１は、割当号機の決定において用いた待ち時間ＷＴ（ｔ，ｉ，ｊ）をそれぞれ少な
くとも過去所定時間Ｙ分記憶する。なお、これらの割当号機の決定は、待ち時間ＷＴ（ｔ
，ｉ，ｊ）の計算のためのものであり、実際の割当てが行われるわけではない。
【００３８】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、上記の待ち時間ＷＴ（ｔ，ｉ，ｊ）のそれぞれに
ついて、過去所定時間Ｙ分の平均値を求め、平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）として記憶す
る。所定時間Ｙは、例えば５分（３００秒）である。
【００３９】
２－３．行先階登録装置の動作
２－３－１．割当依頼動作
　行先階登録装置３０は、操作部３５において、利用者による行先階の登録操作を受け付
ける。行先階登録装置３０の制御部３１は、利用者により登録された行先階を示す行先階
情報と、その行先階を登録する操作が行われた行先階登録装置３０の設置階を示す出発階
情報と、当該行先階登録装置３０を識別する装置識別情報とを含む割当依頼信号を生成す
る。行先階登録装置３０の制御部３１は、生成した割当依頼信号を、群管理制御装置１０
に出力する。
【００４０】
　また、行先階登録装置３０の制御部３１は、上述の割当依頼信号の応答として、群管理
制御装置１０から、割当号機を示す割当号機情報を受信すると、利用者によって登録され
た行先階と、割当号機情報が示す割当号機を示す情報とを、表示部３４に表示させる。こ
れによって、行先階登録装置３０は、登録された行先階が、表示された割当号機に割り当
てられたことを利用者に報知する。
【００４１】
２－３－２．待ち時間に関する情報の表示動作
　行先階登録装置３０の制御部３１は、操作部３５のテンキーが操作されたときに、当該
操作されたテンキーが示す数を先頭桁として含む階床をそれぞれ第１候補階として設定し
、全ての第１候補階及び各第１候補階についての待ち時間に関する情報を表示する。
【００４２】
　図４は、行先階登録装置３０の表示部３４における表示の具体例を示す図である。なお
、図４は、行先階登録装置３０の設置階（利用者が現在いる階）が５階である場合を例示
している。
【００４３】
　図４（ａ）は、利用者による操作が行われる前の状態を示しており、操作前においては
、行先階登録装置３０の表示部３４には、テンキーと、Ｅｎｔｅｒボタンと、Ｄｅｌボタ
ンとが表示されている。
【００４４】
　利用者により、図４（ｂ）に示すように、例えば、表示部３４（操作部３５）に表示さ
れている「１」のキーに対してタッチ操作が行われると、行先階登録装置３０の制御部３
１は、表示部３４において、テンキーの上方に、“１＿”という入力した数字に対応する
文字と、「１」を先頭桁として含む第１候補階の階床オブジェクトを表示する。本例では
、１３階建てのビルを前提としており、そのため、第１候補階として１階、１０階、１１
階、１２階、１３階を示す階床オブジェクトが表示される。また、行先階登録装置３０の
制御部３１は、第１候補階に対して、上下方向で隣接する階床であって所定の条件を満た
す第２候補階（図４の例では２階及び９階）を示す階床オブジェクトを表示部３４に表示
する。さらに、行先階登録装置３０の制御部３１は、平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）が所
定時間以上（例えば６０秒以上）の階床（図４の例では１階及び１０階）については、そ
の階床オブジェクトの背景色を濃く表示する。つまり、行先階登録装置３０の制御部３１
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は、全ての第１候補階及び各第１候補階についての待ち時間に関する情報を表示する。な
お、このような表示についての具体的動作については、フローチャートを参照して後述す
る。
【００４５】
　この状態において、利用者によりさらに２桁目として例えば「１」の階床オブジェクト
に対してタッチ操作が行われ、かつ、Ｅｎｔｅｒキーがタッチされると、行先階登録装置
３０の制御部３１は、１１階を行先階として確定する。そして、群管理制御装置１０に割
当依頼信号を出力する。なお、２桁目の「１」のキーがタッチされたときに、テンキーの
上方に表示されている候補階は、１１階を示す階床オブジェクトのみに絞り込まれる。
【００４６】
　一方、図４（ｂ）に示す状態で、Ｄｅｌキーがタッチされると、行先階登録装置３０の
制御部３１は、表示部３４における表示を図４（ａ）の状態に戻す。
【００４７】
２－４．具体的動作
　実施形態１に係るエレベータの群管理制御装置１０により行われる表示用の待ち時間の
計算処理について説明する。図５は、実施形態１における群管理制御装置１０による待ち
時間の計算処理を示すフローチャートである。
【００４８】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、前回待ち時間ＷＴ（ｔ，ｉ，ｊ）の計算を行って
から所定時間Ｔが経過したか否かを判断する（Ｓ１１）。所定時間Ｔは、例えば５秒であ
る。この場合、待ち時間ＷＴ（ｔ，ｉ，ｊ）の計算が１分間で１２回行われることとなる
。
【００４９】
　所定時間Ｔが経過していない場合（Ｓ１１でＮＯ）、群管理制御装置１０の制御部１１
は、ステップＳ１１の判断を再度実行する。
【００５０】
　所定時間Ｔが経過した場合（Ｓ１１でＹＥＳ）、群管理制御装置１０の制御部１１は、
時刻ｔとして現在時刻を設定する（Ｓ１２）。
【００５１】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、出発階ｉとして最下階を設定する（Ｓ１３）。
【００５２】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、行先階ｊとして最下階を設定する（Ｓ１４）。
【００５３】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、出発階ｉと行先階ｊとが等しいか否かを判断する
（Ｓ１５）。
【００５４】
　出発階ｉと行先階ｊとが等しくない場合（Ｓ１５でＮＯ）、群管理制御装置１０の制御
部１１は、出発階ｉ、行先階ｊの行先階呼びが発生したと仮定して、割当号機を決定する
（Ｓ１６）。具体的に、群管理制御装置１０は、現在登録されているが未応答である全て
の行先階呼びを考慮して、出発階ｉ及び行先階ｊの行先階呼びが発生したと仮定し、前述
した実割当時と同様の評価を行って（待ち時間等の計算を行って）割当号機を決定する。
なお、これらの割当号機の決定は、待ち時間ＷＴ（ｔ，ｉ，ｊ）の計算のためのものであ
り、実際の割当てが行われるわけではない。
【００５５】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、出発階ｉ、行先階ｊの行先階呼びに対する割当号
機が出発階ｉに到着するまでの、求めた待ち時間を待ち時間ＷＴ（ｔ，ｉ，ｊ）として設
定する（Ｓ１７）。なお、待ち時間ＷＴ（ｔ，ｉ，ｊ）としては、ステップＳ１６におい
て割当号機の決定のために割当シミュレーションを行ったときに求めた待ち時間ＷＴ（ｔ
，ｉ，ｊ）を用いればよい。
【００５６】
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　群管理制御装置１０の制御部１１は、行先階ｊとして、現在の行先階ｊに１を加算した
値を設定する（Ｓ１８）。
【００５７】
　出発階ｉと行先階ｊとが等しい場合（Ｓ１５でＹＥＳ）、割当号機の決定に関する処理
を行う必要がないので、群管理制御装置１０の制御部１１は、ステップＳ１６、Ｓ１７の
処理をバイパスし、ステップＳ１８の処理を実行する。
【００５８】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、行先階ｊが最上階よりも上の階か否かを判断する
（Ｓ１９）。つまり、群管理制御装置１０の制御部１１は、全ての階床を行先階として設
定してステップＳ１７までの処理が完了したか否かを判断する。
【００５９】
　行先階ｊが最上階よりも上の階でない場合（Ｓ１９でＮＯ）、群管理制御装置１０の制
御部１１は、ステップＳ１５以後を再度実行する。
【００６０】
　行先階ｊが最上階よりも上の階である場合（Ｓ１９でＹＥＳ）、群管理制御装置１０の
制御部１１は、出発階ｉとして、現在の出発階ｉに１を加算した値を設定する（Ｓ２０）
。
【００６１】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、出発階ｉが最上階よりも上の階か否かを判断する
（Ｓ２１）。つまり、群管理制御装置１０の制御部１１は、全ての階床を出発階として設
定してステップＳ１７までの処理が完了したか否かを判断する。
【００６２】
　出発階ｉが最上階よりも上の階でない場合（Ｓ２１でＮＯ）、群管理制御装置１０の制
御部１１は、ステップＳ１４以後を再度実行する。
【００６３】
　出発階ｉが最上階よりも上の階である場合（Ｓ２１でＹＥＳ）、群管理制御装置１０の
制御部１１は、ステップＳ１１以後を再度実行する。
【００６４】
　図６は、実施形態１における群管理制御装置による行先階登録装置３０への平均待ち時
間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）の送信処理を示すフローチャートである。
【００６５】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、前回平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）の送信を行っ
てから所定時間Ｘが経過したか否かを判断する（Ｓ３１）。所定時間Ｘは、例えば６０秒
である。
【００６６】
　所定時間Ｘが経過した場合（Ｓ３１でＹＥＳ）、群管理制御装置１０の制御部１１は、
平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）を計算する（Ｓ３２）。平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）の
計算の具体例については後述する。
【００６７】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、設置階ｍとして最下階を設定する（Ｓ３３）。
【００６８】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、ロケーションｋとして１を設定する（Ｓ３４）。
ロケーションとは、設置階ｍに配置されている行先階登録装置３０を区別するための、１
から始まる整数の通し番号である。１つの階床には、行先階登録装置３０が複数台設置さ
れる場合があり、これらを区別するために、通し番号としてのロケーションが設定されて
いる。
【００６９】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、設置階ｍ、ロケーションｋの行先階登録装置３０
に平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）を示す情報を送信する（Ｓ３５）。なお、平均待ち時間
ＡＷＴ（ｉ，ｊ）を示す情報には、ステップＳ３２で求めた全ての階床間の平均待ち時間



(11) JP 2017-178564 A 2017.10.5

10

20

30

40

50

ＡＷＴ（ｉ，ｊ）が含まれていてもよいし、全ての出発階のうち、出発階が設置階ｍにつ
いての平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）のみが含まれてもよい。出発階が設置階ｍについて
の平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）のみにすれば、送信データ量を少なくすることができる
。
【００７０】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、設置階ｍについて全てのロケーションｋに対して
平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）を示す情報の送信が完了したか否かを判断する（Ｓ３６）
。群管理制御装置１０の記憶部１２には、例えば、各設置階に対応付けてロケーションの
個数が格納されており、群管理制御装置１０の制御部１１は、ロケーションｋの値が設置
階ｍにおけるロケーションの個数に達したか否かを判断し、達した場合、全てのロケーシ
ョンｋに対して平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）を示す情報の送信が完了したと判断する。
【００７１】
　平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）を示す情報の送信が完了していない場合（Ｓ３６でＮＯ
）、群管理制御装置１０の制御部１１は、ロケーションｋとして、現在のロケーションｋ
に１を加算した値を設定する（Ｓ３７）。
【００７２】
　平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）を示す情報の送信が完了した場合（Ｓ３６でＹＥＳ）、
群管理制御装置１０の制御部１１は、設置階ｍとして、現在の設置階ｍに１を加算した値
を設定する（Ｓ３８）。
【００７３】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、設置階ｍが最上階よりも上の階か否かを判断する
（Ｓ３９）。
【００７４】
　設置階ｍが最上階よりも上の階でない場合（Ｓ３９でＮＯ）、群管理制御装置１０の制
御部１１は、ステップＳ３４以後を再度実行する。
【００７５】
　設置階ｍが最上階よりも上の階である場合（Ｓ３９でＹＥＳ）、群管理制御装置１０の
制御部１１は、ステップＳ３１以後を再度実行する。
【００７６】
　図７は、実施形態１における群管理制御装置による平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）の計
算処理を示すフローチャートである。
【００７７】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、出発階ｉとして最下階を設定する（Ｓ５１）。
【００７８】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、行先階ｊとして最下階を設定する（Ｓ５２）。
【００７９】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、出発階ｉと行先階ｊとが等しいか否かを判断する
（Ｓ５３）。
【００８０】
　出発階ｉと行先階ｊとが等しくない場合（Ｓ５３でＮＯ）、群管理制御装置１０の制御
部１１は、出発階ｉ、行先階ｊに関し、過去所定時間Ｙの待ち時間ＷＴ（ｔ，ｉ，ｊ）の
平均値である平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）を求める（Ｓ５４）。所定時間Ｙは、例えば
５分（３００秒）である。
【００８１】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、行先階ｊとして、現在の行先階ｊに１を加算した
値を設定する（Ｓ５５）。
【００８２】
　出発階ｉと行先階ｊとが等しい場合（Ｓ５３でＹＥＳ）、平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ
）を求める必要がないので、群管理制御装置１０の制御部１１は、ステップＳ５４の処理
をバイパスし、ステップＳ５５の処理を実行する。
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【００８３】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、行先階ｊが最上階よりも上の階か否かを判断する
（Ｓ５６）。つまり、群管理制御装置１０の制御部１１は、全ての階床についてステップ
Ｓ５４の処理が完了したか否かを判断する。
【００８４】
　行先階ｊが最上階よりも上の階でない場合（Ｓ５６でＮＯ）、群管理制御装置１０の制
御部１１は、ステップＳ５３以後の処理を再度実行する。
【００８５】
　行先階ｊが最上階よりも上の階である場合（Ｓ５６でＹＥＳ）、群管理制御装置１０の
制御部１１は、出発階ｉとして、現在の出発階ｉに１を加算した値を設定する（Ｓ５７）
。
【００８６】
　群管理制御装置１０の制御部１１は、出発階ｉが最上階よりも上の階か否かを判断する
（Ｓ５８）。つまり、群管理制御装置１０の制御部１１は、全ての階床を出発階として設
定してステップＳ５４の処理が完了したか否かを判断する。
【００８７】
　出発階ｉが最上階よりも上の階でない場合（Ｓ５８でＮＯ）、群管理制御装置１０の制
御部１１は、ステップＳ５２以後を再度実行する。
【００８８】
　出発階ｉが最上階よりも上の階である場合（Ｓ５８でＹＥＳ）、群管理制御装置１０の
制御部１１は、本フローチャートによる処理を終了する。
【００８９】
　図８は、実施形態１における行先階登録装置３０による平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）
の受信時の処理を示すフローチャートである。
【００９０】
　行先階登録装置３０の制御部３１は、群管理制御装置から平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ
）を示す情報を受信したか否かを判断する（Ｓ７１）。
【００９１】
　平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）を示す情報を受信していない場合（Ｓ７１でＮＯ）、行
先階登録装置３０の制御部３１は、ステップＳ７１の判断を再度実行する。
【００９２】
　平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）を示す情報を受信した場合（Ｓ７１でＹＥＳ）、行先階
登録装置３０の制御部３１は、受信した平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）を示す情報を記憶
部３２に記憶させる（Ｓ７２）。
【００９３】
　図９は、実施形態１における行先階登録装置による表示処理を示すフローチャートであ
る。
【００９４】
　行先階登録装置３０の制御部３１は、押された数字に対応する階床を第１候補階として
設定し、全ての第１候補階を第１候補階リストＦ［］に登録する（Ｓ９１）。例えば、押
された数字が１で、当該ビルが例えば１３階建である場合、押された１を先頭桁の数字と
して含む階は、１階，１０階，１１階，１２階，１３階であり、第１候補階リストＦ［］
＝（１，１０，１１，１２，１３）と登録される。
【００９５】
　行先階登録装置３０の制御部３１は、第１候補階リストＦ［］から取り出す候補階の番
号ｘとして１を設定する（Ｓ９２）。第１候補階リストＦ［］に関し、Ｆ［ｘ］と標記す
ることは、第１候補階リストＦ［］においてｘ番目に登録されているデータの値を示す。
例えば、第１候補階リストＦ［］＝（１，１０，１１，１２，１３）であり、５個のデー
タが含まれている場合において、番号ｘとして１を設定すると、１番目のデータである１
が取り出される。これを、Ｆ［１］＝１と示す。番号ｘとして２を設定すると、２番目の
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データである１０が取り出され、Ｆ［２］＝１０となる。
【００９６】
　行先階登録装置３０の制御部３１は、当該行先階登録装置３０が設置されている階床ａ
（以下「設置階Ｆｓ」という）を出発階とし、階床Ｆ［ｘ］を行先階とした場合の平均待
ち時間ＡＷＴ（Ｆｓ、Ｆ［ｘ］）が所定時間Ｃ１よりも大きいか否かを判断する（Ｓ９３
）。所定時間Ｃ１は、例えば６０秒である。
【００９７】
　大きい場合（Ｓ９３でＹＥＳ）、行先階登録装置３０の制御部３１は、階床Ｆ［ｘ］を
長待ち候補階リストＦＢ［］に登録する（Ｓ９４）。
【００９８】
　行先階登録装置３０の制御部３１は、範囲ｒ［］から取り出す対象の番号ｙとして１を
設定する（Ｓ９５）。本実施形態では、一例として、範囲ｒ［］＝（－１，＋１）であり
、２個のデータが含まれている。例えば、番号ｙとして１が設定されると、１番目のデー
タである「－１」が取り出され、ｒ［１］＝－１となり、番号ｙとして２が設定されると
、２番目のデータである「＋１」が取り出され、ｒ［２］＝＋１となる。
【００９９】
　行先階登録装置３０の制御部３１は、Ｆ［ｘ］＋ｒ［ｙ］の値を求め、Ｆ［ｘ］＋ｒ［
ｙ］の値の階床（以下では便宜上、階床（Ｆ［ｘ］＋ｒ［ｙ］）と示す）が、第１候補階
リストＦ［］に含まれているか否かを判断する（Ｓ９６）。
【０１００】
　階床（Ｆ［ｘ］＋ｒ［ｙ］）が第１候補階リストＦ［］に含まれていない場合（Ｓ９６
でＮＯ）、行先階登録装置３０の制御部３１は、階床（Ｆ［ｘ］＋ｒ［ｙ］）が登録可能
階であるか否かを判断する（Ｓ９７）。登録可能階とは、そのビルにおいて実在し、かつ
登録可能状態にある階床である。深夜時間帯等には、行先階登録を不可能とする場合があ
り、これに関する判断を行うものである。
【０１０１】
　階床（Ｆ［ｘ］＋ｒ［ｙ］）が登録可能階である場合（Ｓ９７でＹＥＳ）、行先階登録
装置３０の制御部３１は、当該行先階登録装置３０の設置階Ｆｓを出発階とし、階床（Ｆ
［ｘ］＋ｒ［ｙ］）を行先階とした場合の平均待ち時間ＡＷＴ（Ｆｓ、Ｆ［ｘ］＋ｒ［ｙ
］）が所定時間Ｃ２よりも小さいか否かを判断する（Ｓ９８）。所定時間Ｃ２は、例えば
２０秒である。
【０１０２】
　平均待ち時間ＡＷＴ（Ｆｓ、Ｆ［ｘ］＋ｒ［ｙ］）が所定時間Ｃ２よりも小さい場合（
Ｓ９８でＹＥＳ）、行先階登録装置３０の制御部３１は、階床（Ｆ［ｘ］＋ｒ［ｙ］）を
第２候補階として第２候補階リストＦＡ［］に登録する（Ｓ９９）。
【０１０３】
　ステップＳ９９を実行した場合、または、階床（Ｆ［ｘ］＋ｒ［ｙ］）が第１候補階リ
ストＦ［］に含まれている場合（Ｓ９６でＹＥＳ）、または、階床（Ｆ［ｘ］＋ｒ［ｙ］
）が登録可能階でない場合（Ｓ９７でＮＯ）、または、平均待ち時間ＡＷＴ（Ｆｓ、Ｆ［
ｘ］＋ｒ［ｙ］）が所定時間Ｃ２よりも小さくない場合（Ｓ９８でＮＯ）、行先階登録装
置３０の制御部３１は、範囲ｒ［］の全ての値について上記の処理が完了したか否かを判
断する（Ｓ１００）。
【０１０４】
　範囲ｒ［］の全ての値についての上記の処理が完了していない場合（Ｓ１００でＮＯ）
、行先階登録装置３０の制御部３１は、番号ｙとして、現在の番号ｙに１を加算した値を
設定し（Ｓ１０１）、ステップＳ９６以後の処理を実行する。
【０１０５】
　範囲ｒ［］の全ての値についての上記の処理が完了した場合（Ｓ１００でＹＥＳ）、行
先階登録装置３０の制御部３１は、第１候補階リストＦ［］に登録されている全ての第１
候補階について上記の処理が完了したか否かを判断する（Ｓ１０２）。
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【０１０６】
　第１候補階リストＦ［］に登録されている全ての第１候補階についての上記の処理が完
了していない場合（Ｓ１０２でＮＯ）、行先階登録装置３０の制御部３１は、番号ｘとし
て、現在の番号ｘに１を加算した値を設定し（Ｓ１０３）、ステップＳ９３以後の処理を
実行する。
【０１０７】
　第１候補階リストＦ［］に登録されている全ての第１候補階についての上記の処理が完
了した場合（Ｓ１０２でＹＥＳ）、行先階登録装置３０の制御部３１は、第１候補階リス
トＦ［］及び第２候補階リストＦＡ［］に登録されている全ての候補階を表示する（Ｓ１
０４）。また、その際、長待ち候補階リストＦＢ［］に登録されている第１候補階につい
ては、背景色の濃度を濃くする。
【０１０８】
３.作用
　本実施形態では、エレベータの利用者が行先階登録装置３０の操作部３５のテンキーに
対して行先階等の階床を指定する操作を行うと、当該操作されたテンキーが示す数を先頭
桁として含む階床をそれぞれ第１候補階として設定し、全ての第１候補階及び各第１候補
階についての待ち時間に関する情報を表示する。
【０１０９】
　前述の図４を参照して説明する。例えば、図４（ａ）に示す状態において、表示部３４
（操作部３５）に表示されている「１」のキーに対してタッチ操作が行われると、図４（
ｂ）に示すように、テンキーの上方に、“１＿”という入力した数字に対応する文字と、
「１」を先頭桁として含む第１候補階の階床オブジェクトが表示される。本例では、前述
のように１３階建てのビルを前提としており、そのため、第１候補階として１階、１０階
、１１階、１２階、１３階を示す階床オブジェクトが表示されている。ここで、本例では
、１階及び１０階の平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）が６０秒よりも長く、かつ２階及び９
階の平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）が２０秒よりも短いものと仮定している。そのため、
１階及び１０階が長待ち候補階として設定され、１階及び１０階のオブジェクトの背景色
が濃くなっている。また、隣接する階床である２階及び９階の平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，
ｊ）は２０秒よりも小さいため、２階及び９階が第２候補階として設定され、第２候補階
である２階及び９階を示す階床オブジェクトが表示されている。結果として、表示部３４
（操作部３５）には、第１候補階及び第２候補階の１階、２階、９階、１０階、１１階、
１２階、１３階を示す階床オブジェクトが表示される。
【０１１０】
　上記のような表示によると、利用者は、目的階である１０階への待ち時間が長く、一方
で隣接階である９階や１１階への待ち時間は短いことを認識することができる。したがっ
て、利用者は、例えば９階または１１階までエレベータで移動して、９階または１１階か
ら１０階までは階段を利用するなどの経路をとること等の判断が可能となる。
【０１１１】
　ここで、利用者は、行先階呼びを登録してもエレベータがなかなか到着しない場合、エ
レベータ利用を諦め、階段を利用する場合がある。この場合、登録された行先階呼びは無
駄呼びとして残り、エレベータの運行効率を低下させる。しかし、本実施形態では、行先
階登録装置３０の表示部３４を見ただけで待ち時間の目安がわかるため、長い待ち時間を
嫌う利用者は、行先階登録装置を操作することなく、階段を利用する可能性が高くなる。
そのため、利用者における長待ちのストレスの軽減、及び無駄呼びの低減が期待できる。
【０１１２】
４．まとめ
（１）実施形態１におけるエレベータの表示システムは、複数台の号機を乗場行先階登録
に基づいて運行するエレベータシステムにおける表示システムである。
　表示システムは、
　　表示部３４と、表示部３４の近傍に設けられ、階床を指定するためのテンキーを有す
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る操作部３５と、を有する行先階登録装置３０（表示装置）と、
　　行先階登録装置３０（表示装置）の設置階に他の階床を行先階とする号機が到着する
までの平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）（待ち時間）を求める群管理制御装置１０（制御装
置）と、を備える。
　群管理制御装置１０（制御装置）は、行先階として設置階以外の各階床を順次設定する
ことで、平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）（待ち時間）を、設置階以外の全ての階床につい
て求める。
　行先階登録装置３０（表示装置）は、
　　操作部３５のテンキーが操作されたときに、当該操作されたテンキーが示す数を先頭
桁として含む階床をそれぞれ第１候補階として設定し、
　　全ての第１候補階及び各第１候補階についての待ち時間に関する情報を表示する。
【０１１３】
　これにより、エレベータの利用者が行先階登録装置３０（表示装置）の操作部３５のテ
ンキーに対して行先階等の階床を指定する操作を行うと、当該操作されたテンキーが示す
数を先頭桁として含む階床がそれぞれ第１候補階として設定され、全ての第１候補階及び
各第１候補階についての待ち時間に関する情報とが表示される。そのため、エレベータの
利用者は、自己の行先階のみならずそれに近い階床についてのエレベータが到着するまで
の待ち時間の目安を知ることができる。よって、利用者は、エレベータの到着までの時間
に応じた適切な対応を取ることが可能となる。
【０１１４】
（２）実施形態１において、
　行先階登録装置３０（表示装置）は、
　　全ての第１候補階のうちの上下方向の端の第１候補階の平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ
）（待ち時間）が所定時間Ｃ１（第１所定時間）よりも長い場合、
　　前記全ての候補階のいずれにも該当しない階床であって前記端の第１候補階に隣接す
る所定階床数分の階床のうち、平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）（待ち時間）が所定時間Ｃ
２（第２所定時間）よりも短い階床について、第２候補階として設定し、
　全ての第２候補階及び各第２候補階についての待ち時間に関する情報を表示する。
【０１１５】
　これにより、利用者に対してより多くの候補階を提示でき、よって、利用者は、エレベ
ータの到着までの時間に応じた適切な対応を取ることが可能となる。
【０１１６】
（３）実施形態１において、
　行先階登録装置３０（表示装置）は、
　　全ての候補階について、それぞれ、階床を示す階床オブジェクトを表示し、かつ、
　　各階床の階床オブジェクトの表示色の態様を、各階床の待ち時間に応じた態様に設定
する。
【０１１７】
　これにより、利用者に、直感的に待ち時間の長短を把握させることができる。
【０１１８】
（４）実施形態１において、
　群管理制御装置１０（制御装置）は、エレベータの運行状況を示す情報に基づいて複数
台のエレベータ６０の運行をシミュレーションすることにより、各平均待ち時間ＡＷＴ（
ｉ，ｊ）（待ち時間）を求める。
【０１１９】
　これにより、実際の運行状況に応じた待ち時間に関する情報を表示できる。そのため、
利用者においてより適切な判断を行うことができるようになる。
【０１２０】
（５）実施形態１において、
　群管理制御装置１０（制御装置）は、
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　　行先階登録装置３０（表示装置）の設置階に他の階床を行先階とする号機が到着する
までの待ち時間ＷＴ（ｔ，ｉ，ｊ）を求め、
　　行先階として設置階以外の各階床を順次設定することで、待ち時間ＷＴ（ｔ，ｉ，ｊ
）を、設置階以外の全ての階床について求め、
　各待ち時間は、過去所定時間Ｙに求められた複数の待ち時間ＷＴ（ｔ，ｉ，ｊ）の平均
値である平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）である。
【０１２１】
　これにより、一時的な変動等に左右されない待ち時間に関する情報を利用者に提供する
ことができる。
【０１２２】
（６）実施形態１の行先階登録システムは、
　実施形態１の表示システムを有し、
　行先階登録装置３０（表示装置）は、操作部３５で行先階が指定された場合、指定され
た行先階をいずれかの号機に割当てることを依頼する信号を、前記複数台の号機の運行を
制御する群管理制御装置１０（装置）に出力する。
【０１２３】
　これにより、利用者において、行先階登録装置３０の表示部３４の待ち時間に関する表
示に基づいて行先階の登録を行うことができるようになる。
【０１２４】
（７）実施形態１において、
　行先階登録装置３０（表示装置）は、行先階登録装置３０（表示装置）の画面において
ユーザによりタッチされた位置に対応する信号を出力可能であり、
　行先階登録装置３０（表示装置）は、
　　全ての候補階について、それぞれ、階床を示す階床オブジェクトを表示し、かつ、
　　各階床の階床オブジェクトの表示色の態様を、各階床の待ち時間に応じた態様に設定
し、
　　いずれかの階床オブジェクトがタッチされ、またはタッチ後に確定操作が行われた場
合、タッチされた階床オブジェクトに対応する候補階を行先階として設定し、当該行先階
をいずれかの号機に割当てることを依頼する信号を出力する。
【０１２５】
　これにより、利用者において、行先階の登録を迅速に行うことができるようになる。
【０１２６】
（８）実施形態１のエレベータシステムは、
　複数台の号機と、
　実施形態１の行先階登録システムと、を有する。
【０１２７】
　これにより、複数台のエレベータを有するエレベータシステムにおいて、上記の作用及
び効果が得られる。
【０１２８】
（その他の実施形態）
　前記実施形態では、本発明の表示装置として、行先階登録装置３０を例示した。しかし
、本発明の表示装置は、行先階登録装置３０とは別に設けられた表示装置であってもよい
。
【０１２９】
　前記実施形態では、第２候補階を設定可能な範囲ｒ［］として、ｒ［］＝（－１，＋１
）が設定されている場合について説明した。しかし、範囲ｒ［］として、ｒ［］＝（－２
，－１，＋１，＋２）が設定されてもよい。この場合、－２、－１、＋１、＋２の±２階
床について、第２候補階として設定可能となる。また、範囲ｒ［］として、ｒ［］＝（－
３，－２，－１，＋１，＋２，＋３）が設定されてもよい。この場合、－３，－２，－１
，＋１，＋２，＋３の±３階床について、第２候補階として設定可能となる。あるいは、
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）等のように上下方向で非対称に設定してもよい。階段を利用する場合、下方向の移動は
容易であるが、上方向の移動は躊躇する場合があるからである。
【０１３０】
　また、第１候補階リストＦ［］に登録されている第１候補階だけでなく、範囲ｒ［］に
基づいて設定される各階床（Ｆ［ｘ］＋ｒ［ｙ］）に関しても、図９のステップＳ９３と
同様の判断を行ってもよい。そして、平均待ち時間ＡＷＴ（Ｆｓ、Ｆ［ｘ］＋ｒ［ｙ］）
が所定時間Ｃ１よりも大きい場合には、平均待ち時間ＡＷＴ（Ｆｓ、Ｆ［ｘ］＋ｒ［ｙ］
）が所定時間Ｃ２以下となるまで、繰り返し、上記の第２候補階を設定可能な範囲ｒ［］
の上限値を１ずつ加算し、あるいは下限値を１ずつ減算して、範囲ｒ［］を拡大するよう
にしてもよい。
【０１３１】
　前記実施形態では、行先階登録装置３０の制御部３１は、平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ
）を、６０秒未満か否かの２段階に区分し、第１候補階を示す階床オブジェクトを、区分
に応じた２段階の濃度により表示する。しかし、行先階登録装置３０の制御部３１は、平
均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）に応じて、段階的でなく連続的に濃度を変更してもよい。
【０１３２】
　あるいは、行先階登録装置３０の制御部３１は、平均待ち時間ＡＷＴ（ｉ，ｊ）そのも
のの値を示す数字を、対応する階床の階床オブジェクトに対応付けて表示してもよい。あ
るいは、待ち時間ＷＴ（ｔ，ｉ，ｊ）そのものの値を示す数字を、対応する階床の階床オ
ブジェクトに対応付けて表示してもよい。
【０１３３】
　前記実施形態では、制御部１１、３１、４１は、ＣＰＵ、ＭＰＵ等を利用して構成され
、記憶部１２、３２、４２から読み出したプログラムに基づいて種々のデータ等を利用し
て演算処理を行うことにより、各種の機能を実現している。つまり、各制御部１１、３１
、４１は、ハードウェアとソフトウェアとの協働により実現されている。しかし、各制御
部１１、３１、４１は、例えば、ハードウェア（電子回路）のみ、ＦＰＧＡ、ＡＳＩＣ等
を利用して構成してもよい。
【符号の説明】
【０１３４】
１０　群管理制御装置
１１　制御部
１２　記憶部
１３　入出力インタフェース
３０　行先階登録装置
３１　制御部
３２　記憶部
３３　入出力インタフェース
３４　表示部
３５　操作部
４０、４０Ａ～４０Ｃ　エレベータ制御装置
４１　制御部
４２　記憶部
４３　入出力インタフェース
６０、６０Ａ～６０Ｃ　エレベータ
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